
桐生テニス協会運営の基本「感謝と協力」、「All For One」

開催日 平成26年4月28日 時間 19：00～ 場所

進行

出席者

欠席者

1．会長挨拶 会 長 増 子 相 一

2．報告事項 ・事務局・役員会報告 0 副 会 長 川 上 裕 基

・前回理事会記録報告 （別紙資料有）

・事業委員会 委 員 長 関 口 嘉 則

・大会運営委員会 別紙資料有 委 員 長 今 泉 好 文

・ジュニア委員会 委 員 長 福 島 大 輔

・県協会関係 理 事 神 山 好 弘

・その他 （高校） 新 島 一 生

監 事 石 川 勝 二 郎

副理事長 丸 田 行 宏

3．議　事 ・創立５０周年記念事業について内容を検討 会 長 増 子 相 一

　春（冠大会）、夏（イベント）、秋（イベント）、冬（式典）

　会員全員に記念品、協賛企業を募る、費用総額を役員会で決める、

　記念Tシャツは大会で着用可とする。等

4．その他 ・今後、考えなければならない事項 副 会 長 川 上 裕 基

　◎大会エントリー数について・・・現状、高校生が半分位

　　⇒テニスを普及させる為に理事会でも何か対策を考える。

　◎慶弔規定について

　◎勲功章、奨励賞の規定について

・委員会、講習会後に記録を残すのは可能か

　　⇒現状、事業、ジュニアでは不可能

・B級の選手がオープン大会で優勝した場合もA級昇格の検討を希望 理 事 神 山 好 弘

・今年度、桐工に新潟でテニス関係をしていた先生が着任 理 事 根 岸 大 輔

　　　以上の通り報告致します　書記　　山 口 景 子

前原孝雄

平成26年度　桐生テニス協会　第1回　理事会　議事録

桐生市南公民館

　　理事長　　江原正能

増子相一、川上裕基、江原正能、山藤知子、丸田行宏、今泉好文、関口嘉則、福島大輔、神山好
弘、根岸大輔、石川勝二郎、新島一生、小池善信、山口景子（１４名）



時　間 会　場

増子相一 ○ 山藤知子 ○ 福島大輔 ○ 新島一生 ○

川上裕基 ○ 山口景子 ○ 神山好弘 ○ 小池善信 ○

江原正能 ○ 今泉好文 ○ 根岸大輔 石川勝二郎 ○

丸田行宏 ○ 関口嘉則 ○ 前原孝雄 須田忠雄

理事長 江原正能

1 会長挨拶 会　長 増子相一

2 報告事項 ・第3回普通救命講習会は、7月20日(日)に決定 副会長 川上裕基

　まだ高校の参加連絡のみ（桐高34名、桐工と桐西）

　役員も極力参加して欲しい

　既受講者も3年間ごとに受講して欲しいと消防署要望

　（別紙資料参照）　　　　 書　記 山口景子

・ナイターテニス教室を6月6日から開催している 委員長 関口嘉則

　　　　　　　　　　　　　　　毎週金曜日　全６回　pm7:00～pm9:00 雨天中止

・指導者講習会を6月1日に開催

　　（内容は充実していて、参加者全員満足出来た）　

・桐生市シングルス選手権大会　　5/25終了 委員長 今泉好文

・クラブ対抗戦　6/29～開催

・ジュニアナイター教室…現在13名 委員長 福島大輔

　　　　　（うち高校生11名）

報告なし　 大会会計 川上裕基

協会会計 山藤知子

・中体連加入の話し合いが行われた 理　事 神山好弘

・各支部のテニス講習会・大会の実施状況調査を

　県協会から要望あり

・競技委員会実施　6/17

①高校関係…6/12（木）高校連絡会（顧問会議）開催 理　事 新島一生

　桐女　茂木先生　桐工　宮崎先生　桐南　唐澤先生

　桐商　鈴木先生　桐西　高橋先生　大間々　高橋先生

　桐高　新島先生　協会から川上副会長が出席

　　（報告事項は別紙参照）

3 議　事 創立５０周年記念事業について 会　長 増子相一

①　実行委員会の設置

　　実行委員長　須田忠雄顧問

　　実行副委員長　川上副会長 (実質的責任者)

　　事務局長　　丸田副理事長　　会計担当　　山藤会計　

　　実行委員　　増子会長・江原理事長・石川監事・小池理事

　

　　来年1年間(理事は今期を含め2年間で何らかに関わって頂く）

　　皆で汗をかき、再来年の祝賀会で皆の労をねぎらう

(桐生・みどり支部長)

その他

　　　外部の方も含め随時　補充していく　

ジュニア委員会

事務関係

県協会関係

平成２６年度　桐生テニス協会　第２回理事会　議事録

開催日 平成２６年６月１２日（木） １９：００～
桐生市立中央公民館

402号室

理事会記録

事業委員会

大会運営委員会

出席状況
（敬称略）

13名出席

出席者数が規定数（役員の2/3以上の11名）を超えたため、理事会成立となります

進　　行

事務局・役員会



3 議　事 ②　具体案（準備委員会より提案）

　・有名人招聘(集客力・話題性の向上)…須田顧問・増子会長が 会　長 増子相一

　　交渉等を担当する(決定後、理事会で報告)

　・企業広告…平成27年度 ６大会のドロー表に協賛広告を載せる 副会長 川上裕基

　　Ａ4サイズ　1ページ5万円 1/2ページ3万円 1/4ページ2万円

　　※桐生市民体育大会・桐生市長杯への掲載については、

　　　教育委員会・スポーツ体育課の理解を得られた

　・個人協賛…平成27年度 ６大会のドロー表に氏名を載せる

　　賛助会員を募集(定数あり)　１口 ２,０００円

　・募集方法…企業協賛広告　増子会長が担当　　ＨＰ公示なし

　　　　　　　賛助会員　　　川上副会長が担当　ＨＰ公示あり

［質問］ 大会運営委員会で提出した具体案についての検討確認 理　事 今泉好文

［回答］ 　　今後、以前出された案を、実行委員会で検討し実施する 会　長 増子相一

　　こうすればもっと良いという考え方で行きたい

規約…退職役員の記念品贈呈について（案）（別紙資料参照） 副会長 川上裕基

提案理由　今迄は贈呈する記念品の金額が決まっていなかった

　　　　　在職年数・役職に係わらなかった

　　　　　金額も3,500円～6,000円位（過去、辞退した人も有り）

　今後は、在職年数・役職により金額を設定し記念品を贈呈する

規約…旅費について（案） （別紙資料参照） 副会長 川上裕基

提案理由　他協会･公的機関の慶事に呼ばれた際、出席者の交通費

　　　　　会計の判断で支給　決算報告上は事務費に含む

　今後は、金額を設定し旅費を支給する

　　　　　会場や時間を考慮(1,000円～2,000円の範囲)し支給

　　　　　県民大会や都市対抗大会の監督は適用する

　　　　　マネージャーは適用外　選手を兼ねる場合も適用しない

追加登録費の改正について （別紙資料参照） 理　事 今泉好文

提案理由　増収が目的ではない

　　　　　多数の皆さんに大会に参加して欲しい

　　　　　初期登録増で3月のﾀﾞﾌﾞﾙｽ大会出場者が増える可能性有

　　　　　追加登録業務の負担を軽減したい

　　　　　　　　(クラブ対抗戦の直前に追加登録が集中する)

［意見］ 大会参加者を増やす対策として 理　事 福島大輔

　・登録を４月からにしてはどうか

　・各大会の初日を大会要項に明記してはどうか

　・３月のダブルス大会出場者は必ず協会へ登録をする

［応答］ クラブ対抗戦前の追加登録者で市民大会に出場している人もいる 理　事 今泉好文

初期登録してもらえば、ダブルス大会から出場して貰える可能性有

［意見］ 4月・5月で、年平均33回の追加登録がある　事務処理手続きは 副会長 川上裕基

大変困難な事と認識している　運営委員長から純粋に登録者・大会

参加者を増やしたい思いが伝わる　テニス普及の手段として

提案していると思う

賛成多数で理事会承認

賛成多数で理事会承認



3 議　事 ［意見］ 大会全種目の初日を決めるのはコートを確保する関係上　大変困難 副会長 川上裕基

4月は県大会と重なるので、ダブルス大会は3月開始にしている

協会として、他地区の大会日程を考慮することはない

相生コート12面がオムニ化すれば叶うかもしれない

［意見］ クラブ対抗戦の前に追加登録を止める理由として 理　事 今泉好文

追加登録者が多く大会申込締切直前までにすると事務処理が困難

追加登録費を少しでも値上げすれば、初期登録者が増えて、

ダブルス大会、シングルス大会の出場者が増えるのでは

［意見］ 前橋市テニス協会は、初期登録者５００円　追加登録者７００円 理　事 神山好弘

［意見］ 運営委員長が登録業務を行なっている大変さが伝わったと思います 副会長 川上裕基

登録業務を引き継ぐ人が、大変さを感じてしまうのでは？

［意見］ ひとつの案として、参加者増が目的なら　2大会が終了いるので 副理事長 丸田行弘

追加登録費を500円でなく300円にしてはどうか？

［意見］ 高校の新入生は、追加登録扱いになっている。（入部の時期の関係 理　事 今泉好文

［意見］ 改正金額を、理事会で決定すれば総会議案にかけられる。 副会長 川上裕基

1,000円なら、出場しなくても良いと思う人が、出てくるのでは

1,000円は、総会審議で納得される金額では無いと思う

［総括］ 理事会で様々な意見が出され、議論されている 会　長 増子相一

福島理事、神山理事、丸田副理事長の意見はありがたい

理事会で決議した事を、理事全員でバックアップして行こう

4 その他 次回理事会で大会運営委員会での審議経過報告を運営委員長に希望する 副会長 川上裕基

［回答］ 報告させていただきます 委員長 今泉好文

［発言］ 今ここで話せることはないのか 会　長 増子相一

［回答］ 6月17日（火）クラブ対抗戦ドロー会議　第7回大会運営委員会実施 副会長 川上裕基

クラブ対抗戦のクラス分けは、団体ごとに考え方が違うので難しい

1部はﾚﾍﾞﾙが高く実力差があり、上がりたくないと思う団体もあり

［例］ 県大会の予選として日程・会場を決めオープンクラスとする

オープンクラスの下に、１部・２部等は、検討中

アンケート調査を大会終了後に実施予定

追加登録費を７００円に改正することを決議

(平成26年度総会に議事提出する)



また、当時の理事会で大会収益を協会収入の大きな財源として期待するのではなく、

協会会計を見直し将来にわたって安定した収入を確保できるよう収支基盤強化の対策を

構築することが話し合われました。

その中で、個人登録費の徴収について下記の通り（現在）に決定されました。

個人登録費の徴収について

①

② 個人登録費は、一般からは徴収するが、高校生以下からは徴収しない。

③

当時の試算は、徴収できる一般会員の人数を６００人～８００人で計算されています。

今回、ご提案させていただくのは追加登録費の金額を現行の５００円から７００円以上への

改正です。

一  般
高校生
以下 一  般

高校生
以下 一  般

高校生
以下 一  般

高校生
以下 一  般 高 校 合　計

688 209 324 105 1326 56 95 31 36 218 36 11 47

699 157 320 63 1239 31 89 38 36 194 22 6 28

686 270 370 126 1452 52 76 12 43 183 39 10 49

708 188 350 92 1338 40 64 20 33 157 28 8 36

618 97 298 57 1070 17 28 5 10 60 10 13 23

434 101 158 46 739 35 64 18 23 140 27 10 37

433 101 159 44 737 39 47 17 36 139 29 9 38

441 80 167 44 732 26 65 8 44 143 21 9 30

395 84 157 62 698 22 57 8 27 114 18 8 26

384 99 154 54 691 26 57 8 18 109 21 9 30

349 91 124 33 597 17 69 5 28 119 13 13 26

357 95 119 39 610 29 34 17 19 99 18 8 26

516 131 225 63.8 936 32.5 62.1 15.6 29.4 140 23.5 9.5 33

［参考資料１］

平成15年度に「桐生テニス協会　会計方針案」が提出され、大会参加費が改正されました。

個人登録費（５００円）を徴収する。

［基本原則］

個人登録費の金額は、５００円とする。

追加登録の会員に対して、個人登録費の増額は行わない。（５００円）

理事会審議事
項

平成２６年６月１２日

桐生テニス協会　 理 事

登録担当  　今  泉  好  文

追加登録費の改正について

初　期　登　録 追　加　登　録

平成19年度

男　　子 女　　子
合　計

男　　子 回　数

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

女　　子
合
計

平成23年度

平成24年度

平成26年度

平均値

平成20年度

平成21年度

平成22年度

（平成26年度分は6月1日現在の集計）

平成25年度



① 追加登録の回数が平均年33回となっていて特に4/1～5/31の期間に集中しています

シングルス選手権大会・クラブ対抗戦への参加目的と考えられます

② 追加登録費の値上げにより、初期登録が増えるのではないか？

初期登録が増えることによってダブルス選手権大会への参加が増える可能性あり

③ 初期登録が増えることによって追加登録業務軽減に繫がるのではないか？

④ 県登録も追加登録は、倍額となっています。

平成２８年度より追加登録費を増額させていただきたい

また、追加登録費増額対象となる期間は4/1以降とします

［参考資料２］

値上げ額
一般男女追加登録数の平均値
（平成15年～平成26年分）

増収額

【提案理由】

【徴収開始時期】

700円

48

9,600

800円 14,400

1,000円 24,000



協会の発展に多大な貢献をした役員に対し、退職時に感謝の意を表すことがで

対象者には、退職時の役職と在任期間により定められた範囲内で記念品を贈る

なお、在任期間とは理事会構成員の期間を意味する。

この規定に明示がない場合には、役員会において協議する。

協会用務のため出張する協会役員等に対し、適正に旅費が支給できるよう

規定を定める。

次の通り旅費を支給する。

（１）他市テニス協会の慶事等に出席する場合

（２）桐生市教育委員会・桐生市スポーツ文化事業団の慶事等に出席する場合

（３）上記以外の場合で、役員会において必要と認められた場合。

（４）協会を代表して県民大会等に役員として参加する場合。

ただし、選手を兼ねる場合は支給の対象とならない。

公共の交通機関を利用する際に生じる不足額があれば支給する。

この規定に明示がない場合には、役員会において協議する。

審議事項

桐生テニス協会退職役員表彰規定

第 １条

第 ２条

退職時
役　職

在任期間（通算）

１期～２期 ３期～５期 ５期以上

会　長

10,000円
相当の品

15,000円
相当の品

20,000円
相当の品

副会長

理事長

事務局長

会　計

12,000円
相当の品

15,000円
相当の品

書　記

理　事

監　事

顧　問

第 ３条

１．０００円～２，０００円 ２，０００円

第 ３条

本規定は平成26年4月1日より実施する

審議事項

桐生テニス協会旅費に関する規定

第 １条

第 ２条

桐生市内 桐生市外（県内）

本規定は平成26年4月1日より実施する



できる。

る。



時　間 会　場

増子相一 ○ 山藤知子 ○ 福島大輔 新島一生 ○

川上裕基 ○ 山口景子 神山好弘 小池善信 ○

江原正能 ○ 今泉好文 ○ 根岸大輔 石川勝二郎 ○

丸田行宏 ○ 関口嘉則 前原孝雄 須田忠雄

理事長 江原正能

1 会長挨拶 会　長 増子相一

2 報告事項 ・第3回普通救命講習会、7月20日(日)に開催 副会長 川上裕基

　参加者80名で過去3回の受講者数169名

・桐生市スポーツ施設整備に関するアンケート調査

　相生コートオムニ16面、観客席、空調機等要望提出　

・創立５０周記念事業　準備委員会の開催

・クラブ対抗戦終了　　悪天候により３週間順延 委員長 今泉好文

・クラブ対抗戦　アンケート調査内容を取りまとめ中

・大会運営委員会　～３回開催　次回　8/11予定

・ナイターテニス教室　終了 理事長 江原正能

・桐高　吉田・ATC　松島　ダンロップ優勝

・クラブ対抗戦赤字　順延による出費増のため 大会会計 川上裕基

　前年度約３万円黒字　今回は４,１４９円赤字

・市民大会の補助金について　

　市民大会　高校生の部　赤字転落の可能性がある

　なぜ～参加者が減少している。

　一般も含めてエントリー費値上げの検討が必要

・次回　会計報告 協会会計 山藤知子

・本日より　市民大会高校生の部　予選　開始 理　事 新島一生

　　７月２９日(火)～３１日(木)　　予選　　

　　８月４日（月）～６日(水) 　　　本戦

　１年生を対象に審判講習　エントリー方法・マナー

　２年生も　同様に実施　高体連でも実施している

3 議　事  なし

4 その他 ①　創立50周年記念事業　実行委員会人事について 会　長 増子相一

　　実行委員長　須田忠雄顧問を相談役に変更

　　実行副委員長　川上副会長が実行委員長に就任

　　須田氏より丁重にお断りがあり上記人事に変更、ただし企画に関しての

　　協力は惜しまないとのこと(出資協力等)

　

　　　その意味で個人的に寄付をさせていただきたい（１０万円）

　　　他の役員（現在、過去含めて）からの寄付は一切受け取らない

②　創立50周年記念事業　準備委員会 副会長 川上裕基

　・有名人招聘(集客力・話題性の向上)…須田顧問・増子会長が

　　交渉等を担当する(決定後、理事会で報告)

　・個人協賛…平成27年度 ６大会のドロー表に氏名を載せる

　　賛助会員を募集(定数あり)　１口 ２,０００円

　・記念品配布事業(Tシャツ)　丸田事務局長の報告待ち

ジュニア委員会

　　　会長は功労賞等で、奥様も含めて協会に良くして頂いている

　　もしくは１大会１,０００円　５大会５,０００円など

事務関係

その他

進　　行

事務局・役員会

事業委員会

大会運営委員会

出席状況
（敬称略）

9名出席

平成２６年度　桐生テニス協会　第３回理事会　議事録

開催日 平成２６年７月２９日（火） １９：００～
桐生市立中央公民館

401号室



4 その他 　・組織図等の資料は、次回実行委員会にて配布予定 副会長 川上裕基

　　　　広報活動には、山藤会計・今泉理事・角田大会運営委員を中心に

　　　　社会貢献は、小池氏・新島氏を中心に

　　　　祝賀会は、江原理事長、石川監事を中心に

　　　　普及活動は、福島大会運営委員を中心に

　　　　記念大会については、運営委員会が中心で行なってもらう

　・広報活動事業より状況報告あり

　お名前が出ていない理事の方にも、今後実行委員会の組織図を作り

　どこかの事業のお手伝いをお願いする

◎　時間が経つにつれて話が大きくなっている。テニス協会の規模に見合った

　　事をやれば良いのでは?

◎　スポーツ全般の中でテニス協会は50年間やり続けている

　　これからも普及や育成も含めてやって行く

　　協会員だけでなく市民に、テニスに関係の有無に関わらず知って欲しい

　　協会として社会貢献的なことを実施している　協会が活動している事を

　　大きい小さいは関係無く　内外に広報したい

◎　世間的に50周年を評価されるのは、祝賀会をやって、新聞に写真入りで　

　　誰々を表彰しましたと云う流れが良いと思われている　テニス協会は、

　　表彰等は行わないず、会員に何かしら還元出来ればという話しだった

◎　来年３月のスタートに向けてやって行きたい

　　11月までにある程度の方向性を固めて、来年度50周年イヤーとする

　　最後に皆で良くやったと云う事で　祝賀会を実施したい

◎　次回　実行委員会　９月１６日（火）桐生市立南公民館で行う

③　大会運営委員会（決議事項～詳細は別紙参照）次回理事会で報告 理　事 今泉好文

　・クラブ対抗戦　今迄１部としていたクラスをオープンクラスとする方向

　　今回のアンケート調査にも反対する意見はありません

　・Ａ級に関しては、ランキング制を廃止し、大会成績は運営委員会で把握

　　次回大会のシード基準に当てはめる

　・県Ａ級選手には、スーパーシード又は本戦からの出場を検討している

　・降格基準は、○４５歳以上自己申告　○２年間の出場ポイント制の導入

　　男子４ポイント　女子３ポイントに満たない者は降格とする

　　大会出場で1ポイント 　エントリーのみ（WO）でも０.５ポイント

　　対象大会：ダブルス大会・シングルス大会・市民大会・ﾐｯｸｽﾀﾞﾌﾞﾙｽ大会

　※運営委員会の考え方

　　大会の出場者が年々減少している　当然協会の運営費も減少する事を

　　考慮し降格基準を緩和する方向　現Ａ級選手は、昇格する成績を収めた

　・Ａ級昇格基準については現在審議中　昇格と降格は連動して考える方針

　・女子の現状の参加数を考慮すると、現Ａ級選手はシード扱いにより

　　種目のオープン化が予想される(あと２年以内)

④　体育施設の改修工事について 副会長 川上裕基

　・体育施設改修は、①体育館 ②陸上競技場 ③相撲場 ④スケート場　優先

　　野球場はプロ野球の試合開催レベルで設定されており、照明設備工事開始

　・テニスコートに関しては、国体、関東大会誘致レベルは難しい

　　県大会レベル16面は要らない　市民大会が行えるレベル12面程度　

　　12面・オムニ化・ナイター設置等になる可能性大

　・実際に桐生のスポーツ施設の改善計画は、平成３４年くらいから始まる。

　　テニスコートは第２期工事　平成３５～４０年の計画

各委員より

　　方たちなのでリスペクトする　これからも基準を満たせばＡ級選手

　創立50周年記念事業の在り方について各委員が意見交換



時　間 会　場

増子相一 ○ 山藤知子 ○ 福島大輔 ○ 新島一生

川上裕基 ○ 山口景子 ○ 神山好弘 小池善信 ○

江原正能 今泉好文 ○ 根岸大輔 ○ 石川勝二郎 ○

丸田行宏 ○ 関口嘉則 ○ 前原孝雄 須田忠雄

副理事長 丸田行宏

1 会長挨拶 会　長 増子相一

2 報告事項 ・桐生市スポーツ施設整備に関する聞き取り調査 副会長 川上裕基

　９月２４日　テニス協会の要望内容の説明

　オムニ１６面　屋根付スタンド　サロンルーム

　設備は１箇所にまとめて欲しい　

書記 山口景子

　平成２６年度　中間決算報告（別紙資料参照） 大会会計 川上裕基

　大会収益はクラブ対抗戦まで　 協会会計 山藤知子

　ミックスダブルス大会は赤字の見通し

・桐生市民体育大会　一般の部　10/19　終了 委員長 今泉好文

・ミックスダブルス大会　11/2　開始

・指導者講習会受講（６名）　 委員長 関口嘉則

　　　６月８日（於エリスクラブ）

・ナイターテニス教室　終了

　平成２６年度　ナイターテニス教室（受講者３４名）

　　※年齢層　３０～５０歳代が多い

・平成２６年度　事業委員会ナイターテニス教室

　　※普及活動として来年度も続けたい

　　　スクールの生徒さんを受け入れるクラブが必要

　　錦織効果なし　参加１０名程度 委員長 福島大輔

　　高校生　桐高１０名　桐商１０名

3 議　事 ①　大会運営委員会　議事提出事項　改正案提出

○ 桐生テニス協会トーナメント運営規則の改正 副会長 川上裕基

　　現在の状況に合わせて改正する（別紙資料参照）

○ ドロー会議に関する規約の改正（別紙資料参照） 委員長 今泉好文

・Ａ級資格に関する規約について

　　大会運営委員会で今年度　最も時間を費やした検案

　　（ダブルス　シングルス　ポイントは一緒）　２年間で合計

　　４ポイント以下でＢ級に降格とします。（現状より緩和）

　　（例）２年間８大会　全ての大会にエントリーすれば　

　　８大会全ての大会でWOでも合計４ポイント加算となり

　　降格の対象者となりません。

　　（例）各大会のA級種目で優勝しても、出場ポイントは１.0

　　他の大会に出場出来なかった場合　２年間での取得1.0

　　ポイントのみとなり　規定により降格となります

　※但し、Ａ級が増加しB級の大会参加者の減少が続いて

　　しまうと、規約の内容を見直し厳しくなります

　　その為にも大会出場者数（B級）を増やしたい

　 　※女子は（高校生を除く）Ａ級とＢ級の出場者数を考慮し 副会長 川上裕基

　　早ければ来年度からのオープン大会も検討中

［質問］ 大会（種目）参加者が８名以下でも実施するのか 理事 関口嘉則

始めから昇格が無いと分かると出場意欲が無くなる

出席状況
（敬称略）

11名出席

進　　行

事務局・役員会

大会運営委員会

平成２６年度　桐生テニス協会　第４回理事会　議事録

開催日 平成２６年１０月１６日（木） １９：００～
桐生市立中央公民館

401号室

理事会報告

会計報告

事業委員会

ジュニア委員会



3 議　事

［回答］ 実施します　　　　返金がとても大変です 副会長 川上裕基

８名の意味として、昇格までに３回は勝利して欲しい

［意見］ Ａ級　Ｂ級　自己申告で良いのでは? 理事 福島大輔

オープン　Ｂ級　初心者に分けては？

［まとめ］ 結論として規制を緩和した　テニスをやる人が年々減少している 会長 増子相一

事業と運営で普及を考えて出場者を増やす努力が必要

Ａ級ダブルス　桐生市以外の選手にも来て欲しい。

Ｂ級　初心者（クラブ対抗５部レベル）だけの大会も検討

○ シード基準について 委員長 今泉好文

現在行っているＡ級ランキングポイントは廃止

県Ａ級選手が増えたため、スーパーシード制を導入

［意見］ ※初日いきなり（県A級）３回戦からはやりづらい

①県Ａ級の対戦相手は準備万端・意気揚々　やりづらい　 理事 関口嘉則

②２試合消化　体力消耗してから県Ａ級と対戦はきつい 理事 福島大輔

副理事長 丸田行宏

②　創立５０周年記念事業　事業計画　（別紙資料参照）

理事は何れかの事業を手伝う事　次回理事会迄にどの部門か 実行委員長 川上裕基

丸田事務局長に連絡をお願いします

皆さんの意見等は、川上委員長か丸田事務局長に提案する

責任者 川上裕基

Ｔシャツ　１枚６３４円（為替レートで変動する） 責任者 丸田行宏

７００枚の試算　追加は値上がりする　デザインは募集する

ＰＲ用ポスター作製の打ち合わせを　増子会長がセッティング 責任者 山藤知子

10/13に開催（参加者　増子・川上・山藤・小池）

ポスター作製には、趣旨を明確にする必要あり　

各事業計画が具体化してから再度お願いする予定

桐生市運動公園テニスコート周辺清掃 責任者 小池善信

一般と高校生で別々の時期に行う予定

高校生は、８月２４日以降（理事数名に手伝い要請）　

一般は１１月～１２月の予定です。

責任者 石川勝二郎

責任者 増子相一

実行委員長 川上裕基

桐生タイムス社長様の申し出　５０周年タイムズ杯 会長 増子相一

冠大会の開催のお話をいただいています

4 その他 スポーツ医学講演会　平成２６年１２月３日（水） 監事 石川勝二郎

　　　　講師：高崎福祉大の先生　～肩　肘痛の予防～

県Ａ級大会で優勝したクロノス所属の山宮選手は体育功労賞に該当するのか？

［回答］ 規定に照合すると該当しません 理事会

普及活動
事業

協会でラケットを購入する予定

広告事業 前回理事会の説明通り進展中

その他

各事業進捗状況説明　（別紙資料参照）

次回理事会において、再度議論の上、結論を出す

記念品
作成事業

広報活動
事業

社会貢献
事業

祝賀会
事業

平成２８年１月に実施します

外部招聘
事業

著名人選考中（難航）



時　間 会　場

増子相一 ○ 山藤知子 ○ 福島大輔 新島一生 ○

川上裕基 山口景子 神山好弘 ○ 小池善信 ○

江原正能 ○ 今泉好文 ○ 根岸大輔 ○ 石川勝二郎 ○

丸田行宏 ○ 関口嘉則 ○ 前原孝雄 須田忠雄

理事長 江原正能

1 会長挨拶 会　長 増子相一

2 報告事項 　体協ボーリング大会参加、講演会出席 理事長 江原正能

　年末年始コート使用申請、堀マラソン役員協力

　創立５０周年実行委員会開催

　議事録参照

　平成２６年度　大会会計報告（別紙資料参照） 協会会計 山藤知子

　来年度、記念大会として　 委員長 今泉好文

　　桐生市長杯　桐生タイムス杯（１１月頃）開催

　来年度ナイターテニス教室　６月～７月予定 委員長 関口嘉則

　　　（事業団に書類提出済）

　県クラブ対抗戦出場　県Ｃ級大会実施予定 支部長 神山好弘

・高校冬季大会終了…インフルによるＷＯあり 理事 新島一生

・スポーツ勲功・奨励賞表彰候補者　（別紙資料参照） 監事 石川勝二郎

　　山宮さん（クロノス）県Ａ級優勝　協会で　

　　特別表彰を検討してはどうか？（総会で、桐生市

　　体育協会規定に沿わないため対象外を告知する）

　①　広告事業　　協賛広告１０社決定 担　当 増子相一

　②　記念品作成事業　　フェイスタオル８５０枚依頼済 担　当 丸田行宏

　③　広報活動事業　　新規検討中 担　当 今泉好文

　④　社会貢献事業　　桐生市運動公園内テニスコート周辺 担　当 小池善信

　　　　一斉清掃活動　一　般　　平成２７年１２月６日（日）予定

　　　　　　　　　　　高校生　　平成２７年　８月５日（水）予定

　⑤　記念大会事業　　桐生タイムスに盛り上げる記事を載せたい 担　当 今泉好文

　⑥　祝賀会事業　　出席者１００人位　招待者検討中 担　当 石川勝二郎

　　　　予算一人５０００円　会費２～３０００円　差額は協会負担

　　　　平成２８年１月２０日頃　場所：プリオパレス

　　　　高校生は不参加を決定

　※楽天オープンのバスツアー（案）継続中　　代替え案は無し 担　当 増子相一

　⑦　普及活動事業　　ラケット２０本　来月依頼予定 　 　

　⑧　事業委員会　　テニス講習会（プロ講師）平成２７年８月予定 担　当 関口嘉則

3 議　事 ○　大会運営委員会　議事提出事項　改正案提出　

①　別紙資料　第２章Ａ級昇格の条件➡　理事会承認 委員長 今泉好文

②　別紙資料　Ｂ級降格➡　理事会承認

　※各大会で（例：ベスト４）入賞者は２年間降格としない提案が

　だされ、②の条件とは別に大会運営委員会で持ち帰り

　次回の理事会までに検討させて頂く事としました。

出席状況
（敬称略）

11名出席

平成２６年度　桐生テニス協会　第５回理事会　議事録

開催日 平成２７年１月１３日（火） １９：００～ 桐生市立南公民館

その他

　創立５０周年記念事業　実行委員会　報告事項

県協会関係

進　　行

事務局・役員会

理事会報告

大会会計報告

大会運営委員会

事業委員会



時　間 会　場

増子相一 ○ 山藤知子 ○ 福島大輔 ○ 新島一生

川上裕基 ○ 山口景子 ○ 神山好弘 小池善信 ○

江原正能 ○ 今泉好文 ○ 根岸大輔 石川勝二郎 ○

丸田行宏 ○ 関口嘉則 前原孝雄 ○ 須田忠雄

理事長 江原正能

1 会長挨拶 会　長 増子相一

2 報告事項 　2/8 第61回堀ﾏﾗｿﾝ 役員参加（石川・丸田・川上） 副会長 川上裕基

　2/20 体育施設調整会議出席予定（川上・今泉）

　　日程調整が厳しい状況で元宿使用も視野に入れる

　2/12 創立５０周年実行委員会開催予定

　前回欠席のため議事録なし 書　記 山口景子

　委員長欠席のため報告なし 委員長 関口嘉則

　前回理事会　承認事項への追記事項を報告 委員長 今泉好文

　　大会運営委員長の判断により残留させる事もある

　　また、成績優秀者をＡ級昇格させる事もある

　［現状］福島、前原、江原の３名で４月～１０月 委員長 福島大輔

　　　　　２０～３０名の指導を実施

　［問題点］指導者不足が問題で新規募集もできない

　［意見］現状を考えると難しいが、問題解決に向け 会　長 増子相一

　　　　　本件は役員会・理事会で再度検討が必要

　県支部長欠席のため報告なし

・スポーツ勲功・奨励賞表彰候補者　（前回配布資料） 監　事 石川勝二郎

　　松島悠介氏　勲功賞に格上げ

　　青木さち氏　所属団体不適合のため除外

　　山宮友和氏　県Ａ級優勝　協会特別表彰を希望

・都市対抗戦　２月１４日・１５日予定 副理事長 丸田行宏

事務局長 丸田行宏

　①　広告事業　　 　３万円（１社）２万円（９社）他 担　当 増子相一

　②　記念品作成事業　　　フェイスタオル８５０枚依頼済 担　当 丸田行宏

　③　広報活動事業 　車用マグネットステッカー検討中 担　当 今泉好文

　④　社会貢献事業 　桐生市運動公園内テニスコート周辺　一斉清掃活動 担　当 小池善信

　⑤　記念大会事業 ・桐生タイムス杯　ＡＥＤ講習会実施 担　当 今泉好文

　年齢別大会（合計90歳UP・100歳UP）開会式あり

・桐生市長杯実施

２大会分の赤字は５０周年事業特別会計から補填

　⑥　祝賀会事業　　平成２８年１月２３日（土）　桐生プリオパレス開催 担　当 石川勝二郎

　⑦　普及活動事業（昼間）　　ホームページでPR　次年度も継続希望 担　当 福島みち子

　⑧　普及活動事業（ナイター）　　ホームページでPR 担　当 関口嘉則

　⑨　外部招聘事業　　楽天オープンのバスツアー（案）継続中 担　当 増子相一

プロコーチによる講習会実施希望（予算について） 担　当 関口嘉則

２月１２日（木）実行委員会で検討

3 その他 ○　大会運営委員会　　

　　クラブ対抗戦　ｵｰﾌﾟﾝｸﾗｽ作成（日程明記する）参加申し込みが　 委員長 今泉好文

　　　　　　　　　少ない場合は、例年通り　クラス１部とする　　　

　　　一　般　平成27年12月6日（日）　高校生　平成27年8月5日（水）

事業委員会より

県協会関係

その他

ジュニア委員会

　創立５０周年記念事業　実行委員会　報告事項
進　　行

進　　行

事務局・役員会

理事会報告

大会運営委員会

事業委員会

出席状況
（敬称略）

11名出席

平成２６年度　桐生テニス協会　第６回理事会　議事録

開催日 平成２７年２月９日（月） １９：００～ 桐生市立南公民館



時　間 会　場

増子相一 ○ 山藤知子 ○ 福島大輔 ○ 新島一生

川上裕基 ○ 山口景子 ○ 神山好弘 小池善信 ○

江原正能 ○ 今泉好文 ○ 根岸大輔 ○ 石川勝二郎 ○

丸田行宏 ○ 関口嘉則 ○ 前原孝雄 須田忠雄

理事長 江原正能

1 会長挨拶 会　長 増子相一

2 報告事項 　2/20 体育施設調整会議（川上・今泉・根岸・神山） 副会長 川上裕基

　　日程の確保が非常に困難な状況

　　来年度、土曜日開催について運営委員会で協議

　2/28 桐生市体育協会　役員懇親会出席

　　（増子・川上・石川）来年度は出席者を増員する

　報告なし 書　記 山口景子

　3/20　第３回事業委員会　開催予定 委員長 関口嘉則

　3/1      桐生市ダブルス選手権大会開催 委員長 今泉好文

　3/15 　予定通り終了

　［来季］小学生１時間・中高生２時間でコート２面 委員長 福島大輔

　　　　　ならコーチの個人負担が軽減　目標３０名

　［補足］コートは４面で申請済　２面は予備に 理事長 江原正能

　本年度決算は、単年度赤字（約９万円）になった 会　計 山藤知子

　来年度予算は、単年度赤字（約28万円）見込み

　現状のままだと協会財政は、3年程度しか持たない 副会長 川上裕基

　登録費・大会参加費の値上げの必要性を総会で話す

　理事会で来年度、協議する

事務局長 丸田行宏

　①　普及活動事業（ナイター）　スポーツ文化事業団：許可出ず 担　当 関口嘉則

理由：事業団主催と内容が同じ　自力開催が可能

　　　なら統一してどちらか一方で…許可する

今後は、外部招聘事業として講習会の方向で検討

　②　普及活動事業（昼間）　　　スポーツ文化事業団：許可 担　当 福島みち子

現在チラシ300枚を作成中　完成後、配布予定

貸し出し用ラケットは、丸田副理事長が用意する

　③　祝賀会事業　　創立時からの資料作成中 担　当 石川勝二郎

　④　広報活動事業 車用マグネットステッカー400枚作製 担　当 今泉好文

ダブルス選手権大会で配布　3/1と3/8で184枚配布 担　当 山藤知子

　⑤　広告事業 　3/10現在　賛助会員４８名 委員長 川上裕基

　⑥　記念大会事業 ・桐生タイムス杯　10/24・31・11/3　開催 担　当 今泉好文

　土曜日開催になる　ＡＥＤ講習の時間検討必要 委員長 川上裕基

　案①本戦とコンソレの間　案②試合の開始前に実施

・桐生市長杯　10/18・25開催　参加資格を若干緩和

プロコーチによる講習会実施希望（協会員対象） 担　当 関口嘉則

予算の都合により、県内上級者に依頼でも可

8/9か8/16に開催希望

3 その他 ○　山宮友和氏特別表彰のため総会出席 副理事長 丸田行宏

○　県クラブ対抗戦　クロノス準優勝　総会で発表して欲しい

○　総会　４月２日（木）１９時００分　開始　於：南公民館 理事長 江原正能

　　　　　役員は１８時集合で受付・駐車場・会場設営を行う

出席状況
（敬称略）

12名出席

平成２６年度　桐生テニス協会　第７回理事会　議事録

開催日 平成２７年３月１０日（月） １９：００～ 桐生市立南公民館

会計報告

　創立５０周年記念事業　実行委員会　報告事項
進　　行

事業委員会より

進　　行

事務局・役員会

理事会報告

事業委員会

大会運営委員会

ジュニア委員会
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